
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 早いもので、３月を迎えました。日が随分と長くなり季節の移ろいを感じます。３月は、

学校の１年間を締めくくる１か月です。時間を大切に過ごしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

      

  

  

 

 

  

 

 

 

 

                                               

                                                                  

                                                     

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学校教育目標〉挑 戦 ～仲間・家庭・地域とともに～ 

〈めざす子供像〉 本地が好きな子 K 考える子 T 伝え合う子 Y やってみる子 

 

 

 

本地っ子   

北広島町本地 2812-1 TEL:0826-72-3004  IP:0826-75-3024  校長 山城 美和 

令和７年度 

本地小学校だより 

R８.３.19 発行 

子供たちの「本気」が伝わる ～児童会選挙から～   

 ２月初め児童会本部役員選挙を行い、全校が集まって立会演説会を開きました。偶然、大

人の実際の選挙投票日があった頃と重なりました。今回は、４年生から３名・５年生から３

名が立候補していました。演説会では、本地小学校をもっとよくしていくためにどんなこ

とをしようと思っているのか、それぞれの候補者が考えたことを自分の言葉で熱く語りま

した。挨拶運動をして挨拶がもっとできるようにしたい、全校遊びをしてみんなでたくさ

ん遊んで、みんなが仲のよい学校にしていきたいといった思いを真剣に伝えました。それ

を聴くみんなの態度も真剣でとてもよく、ピリッとした緊張感が漂う中でしたが、とても

清々しい時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ名人  ２月の「あいさつ名人」は３名でした。 

 １年 頼本 あさひ くん  ２年 山田 千尋 さん  ３年 田中 一華 さん  

先月から人数は増えていませんが、少しずつ全校へ広がっていくことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました！   

 社会福祉協議会から、本地小学校より２，３７８円の募金があったと連絡をいただきま

した。ご協力いただいた皆様、大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元 Carp浅井 樹選手による野球教室（５年生）   

 ２月 17日、元 Carpの選手 浅井 樹氏による野球教室を 

行いました。企画はどんぐり財団によるものです。５年生 

10名一人一人に、的確な声をかけてくださり、ボールを投

げる・グローブで球を取る・バットで打つことを熱心に教

えてくださいました。ルールを守ることや基本に忠実に教

わったようにすることの大切さも教えていただきました。 

また、子供たちへのメッセージとして、何でもいいから「と

ことん打ち込んでみよう！」と伝えてくださいました。５

年生全員が野球の楽しさやおもしろさを体感したようで

す。私は、改めてプロとしての気迫や熱意を強く感じまし

た。翌日の休憩時間、さっそく、グローブをはめてキャッ

チボールする数名の５年生がいました！ 
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３月 19(木） 卒業式（10時～）  

児童下校 ６年生：保護者と下校 

１～５年生：給食後 13時 30分   

25(水) 修了式 【児童下校：15時 15分 通常の水曜日と同じ】 

春休み ３月２６日（木）～４月７日（火） 

４月 ８(水) 着任式・始業式 ＊給食あり 

９(木) 入学式（14時～） 

14(火） 交通安全教室 

３月後半～４月前半の主な行事

予定 

「ようこそ先輩」～千代田高校３年生の話を聴いて～  

 ２月 12 日、本地小出身の千代田高校３年生の２人が先輩として６年生に話をしに来て

くれました。小・中・高校時代をふり返り、勉強のこと・うまくいかなかったこと等、そ

れぞれの言葉で正直に思いを届けていました。６年生からは質問をしたり感想を述べた 

     りしました。「自分がどう社会に貢献したいのか考えたこと 

が夢へのきっかけとなった。」「なんとかなる！」「今だから

できることをする。」「皆さん、大丈夫。失敗を恐れずに挑戦

してほしい。」といった先輩からの直接のエールは、中学校に

進学する６年生に温かい応援としてしっかり届きました。            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人とのつながり～配食サービスの取組を通して～  

 ２月２７日、本地地域の一人暮らしのお年寄り宅へ行き、 

お弁当を届ける配食サービスを行いました。10月に５年生 

が行い、今回は６年生の番でした。６年生は昨年度に続い 

て２回目です。お弁当の中身は、早朝より女性会の皆さん 

が集まり作ってくださいます。子供たちは、決められた容 

器に中身を詰めます。それを３つのグループに分かれて、 

民生委員さんや振興会福祉部の方の道案内の下、１軒 1軒に 

配るという取組です。本地小での配食サービスの歴史は長く、30年近く続いているそう

です。子供たちは、お弁当を手渡す際に、言葉を添えます。中には、涙を流して何度も

「ありがとうね。」と言われる方々もおられます。こんなにも喜んでくださることに感動

しながら、シナリオにはない直接のふれあいを通して、人とつながることの大切さや 

ふれあいの温もりを肌で感じています。私は、何回経験しても、「配食サービス」の素晴

らしさをつくづく実感しています。本地の多くの方々のご協力あってこその取組です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本地小学校の HPに、日々の様子を UPしています。 

ぜひご覧ください。 

 

 

 

 


